
小学校 中学校校種不明
A 24 13 4
　 は、H24と比較し、記録の低下が見られた学年と種目です。
C 1 2 0
D 0 0 0

　

　

講義

 
平成２５年度 会津域内における体力・運動能力の状況 

平成２６年２月４日 会津教育事務所 
 

 平成２５年度の「体力・運度能力テスト結果」が、域内の全小学校・中学校・高等学校から報告され、
例年通り、校種別に域内の平均(全児童生徒の平均ではなく、学校平均となります。)を出しました。こ
れらを基に、域内の現状と課題について確認していきたいと思います。  

   

《解説》 

 左の表に示された値は、各学校から提

出された結果の平均値であり、域内の学

校平均値となります。このあと必要なデー

タ処理を行った上で、改めて全児童生徒

の平均値を示すこととします。 

 表からは、前年の値より低下している学

年と種目が非常に多いことがわかります。 

 なお、各校から提出された調査結果を

分析したところ、総合評価でDまたはE判

定の割合が２５％以上を占める小学校が

６１校中２６校見られました。また、その人

数は、男子児童が女子児童の1.4倍を占

めています。小学校男子における、二極

化が顕著であると言えます。 

 皆さんの学校の値は前年度と比較して

いかがでしたか？  効果的な取組から改

善された種目はあったでしょうか？  体力・

運動能力調査の結果をもとに、自校の実

態把握と改善に取り組んでください。その

際、平均値だけでなく、男女差や二極化

の有無などを確認することで、改善に向

けた具体的な実践が可能となります。 

平成２４年度と比較し、平均値が低下した学年・種目は６４．７％。 

 新体力テストの全９種目について、小学１年から高校３年までの１２学年をそれぞれ男女別に見た２０４の項目のうち、
１３２項目において平成２４年度の値を下回っていました。会津域内において、体力・運動能力の低下が続いていると言

えます。詳しくは、「平成２５・２４・２３年度 会津教育事務所管内の体力・運動能力調査結果一覧」をご覧ください。  

各校の効果的実践が顕著に！ 
 各校から提出された調査票には、前年

度に比べ、より具体的で興味深い実践

が報告されています。ほとんどの小学校

で日常的にマラソンや縄跳びを行ったり、

運動身体づくりプログラムを重視した取

組を行ったりするなど、学校、指導者の

意欲と工夫が窺われます。中学・高校で

は、授業や運動部の活動に補強運動や

サーキットトレーニングを取り入れ、意図

的に科学的トレーニングを行う取組が見

られます。全小・中学校の実践例を紹介

しますので、是非参考にしてください。 

□小学校の取組  □中学校の取組 

□高校の取組 

平成２５年度全国体力・運動能力、運動週間調査報告書 

 平成２５年１２月に文部科学省が報告書をまとめ、ホーム
ページに掲載しています。クロス集計された様々なデータで構

成され、例えば「得意・苦手」「好き・きらい」の推移と、「体育の

授業は楽しいとの関連」など、大変興味深い内容も盛りだくさ

んです。ぜひ、ご一読ください。 

□http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/kodomo/zenc
yo/1342657.htm 
  

会津域内における体力・運動能力等検討委員会から 

  平成２５年１０月に本委員会が設置され、域内の児童生徒
の体力・運動能力向上に関する情報の収集、改善に向けた協

議等を行っています。アドバイザーとして、この分野の権威で知

られる 福島大学 教授 小川 宏 先生にもメンバーに加わっ

ていただき活動を進めています。今年度末（H26.3）には、委員

会が「提言」をまとめ、各方面への具体的な実践についてはた

らきかけます。 □体力・運動能力等検討委員会 
 

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/kodomo/zencyo/1342657.htm

